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■幌延の地下約３００ｍの珪藻質泥岩層から単離されたメタン生成古細菌

の新種論文です。 
 
■種名は幌延の地名にちなんで、メタノサルシナ・ホロノベンシスと命名しま

した。 
 
■この株は、幌延の深部地下水中で優占していた系統型と 16S rRNA 遺伝

子の配列が 99.9%一致している特徴を有していました。 
 
■今後、この株の性質を詳細に調べることにより、幌延の地下環境におけ

るメタン生成プロセスの一端が明らかになると期待されています。 
 
■この株は日本の JCM と NBRC、ドイツの DSMZ の 3 カ所のカルチャーコ

レクションに寄託されています。 


